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の智協働開発センターが中心となって開設準備に
あった。日本看護協会および厚生労働省に感染管
理認定看護師教育課程（B課程を含む）の認可申
請を行った結果、2023年１月16日に日本看護協会
より認定看護師教育機関認定書を受理した。続い
て、2023年２月22日に特定行為研修指定研修機関
指定証を厚生労働大臣より受理した。本稿の目的
は、初年度の感染管理認定看護師教育課程の取り
組みを紹介するとともに次年度に向けての課題を
明確にすることである。

1．教育理念
　高度・専門分化する医療および目まぐるしく変
化する保健医療福祉環境の中で、特定看護分野に
おいて、熟練した看護技術と知識を活用し、水準
の高い看護実践ができる看護師を育成する。以っ
て、新型コロナウイルス感染症等の新興・再興感
染症が蔓延する中でも、看護職が安心して継続的
に活動を行い、人々の命と暮らしを守る地域の医
療体制の確保に貢献する。また、本学の教育理念
である「智・人・命をいつくしむ力」をいっそう
鍛えることで、臨床における感染管理認定看護師
の役割の拡大と、看護ケアの質の向上に寄与する。

2．教育目的
1）�感染管理分野において、個人、家族および集

Ⅰ．はじめに

　日本看護協会によると、認定看護師（Certified�
Nurse）は、特定の看護分野において、以下の３
つの役割を担う。１）個人、家族及び集団に対して、
高い臨床推論力と病態判断力に基づき、熟練した
看護技術及び知識を用いて水準の高い看護を実践
する（実践）。２）看護実践を通して看護職に対
し指導を行う（指導）。３）看護職等に対しコン
サルテーションを行う（相談）。本学は、2014年
度より単科大学として、学部および大学院の教育
課程を進めてきたが、新型コロナウイルスの感染
拡大期の中、感染管理分野において、熟練した看
護技術および知識を用いて水準の高い看護を実践
できる看護師を育成する必要性を痛感した。しか
しながら、2022年４月現在、近畿圏内には感染管
理認定看護師の教育課程は神戸、大阪、三重の３
教育機関のみであり、遠方での受講を余儀なくさ
れていた。また、本学の複数の実習病院の看護部
長にヒアリングしたところ、感染管理認定看護師
教育課程開講のニーズがあることが明確となっ
た。以上のことをふまえ、2022年度４月より看護
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4．CNICに期待される能力
1）�施設および地域の状況を評価し、医療関連感

染予防・管理システムを組織的かつ戦略的に
構築し、推進することができる。

2）�施設の状況に合わせた医療関連感染サーベイ
ランスを実践できる。

3）�感染リスクの高い患者あるいは感染徴候のあ
る患者を多角的に捉え、臨床推論力と病態判
断に基づいた実践により、感染症の進行や重
症化を予防し、回復を促進することができる。

4）�感染管理分野において役割モデルを示し、看
護職への指導、看護職等へのコンサルテーショ
ンを行うことができる。

5）�より質の高い医療を推進するため、多職種と
協働し、チーム医療のキーパーソンとして役
割を果たすことができる。

6）�医療等を提供する場で働くあらゆる人々や患
者とその家族に対し、倫理的配慮を行いなが
ら医療関連感染予防と管理、抗菌薬の適正使
用等における実践ができる。

5．開講期間
1）�12か月：2023年４月～ 2024年３月
2）�週予定：週５日（土日除く）

団に対して、医療関連感染予防のための高度
な管理力および高い臨床推論力と病態判断力
に基づき、熟練した看護技術および知識を活
用して、水準の高い看護を実践できる能力を
育成する。

2）�感染管理分野において、看護実践を通して、
看護職に対する指導能力を育成する。

3）�感染管理分野において、看護職等に対し、コン
サルテーションを実践できる能力を育成する。

4）�感染管理分野において、多職種と協働し、チー
ム医療のキーパーソンとしての役割を果たせ
る能力を育成する。

3．�本学が目指す感染管理認定看護師とは（図１．
参照）

　感染管理認定看護師（以下、CNIC:�Certified�
Nurse�in�Infection�Control）は、専門的な知識と
技術を用いて、患者さま、来訪者、医療従事者、
施設、環境を対象に感染に対するリスクを最小限
に抑えるために、正しく効率的な感染管理を計画、
実施、評価し、提供するサービスの質の向上を図
るという重要な役割を担う。本学では、日本看護
協会の定義に基づき、人・地域・組織から愛され
るCNICの育成を目指す。

図１．本学が目指す感染管理認定看護師の能力
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Ⅱ．初年度の活動状況

1．委員会の設置
　2022年、感染管理認定看護師教育課程機関申請
時に教員会、入試・広報委員会、特定行為研修管
理委員会の各委員会規程を設け、それに従って定
例会議を実施し、教育課程を運営した。

2．教育スケジュール
　教育課程は、表１に示す通りにほぼ進行できた。
しかし、特定行為実習については、症例取得に個
人差が出るため、次年度以降も今年度と同様の実
習期間が必要と考えている。

3．�講義・演習への取り組み
　2023年４月４日（火）午前中に開講式を挙行し、
16名の研修生の入学を許可した。その午後にオリ
エンテーションを実施し、具体的な教育課程につ
いて概説した。研修生の自己紹介の場も設け、交
流の機会とした。
　学科進度については、共通科目eラーニングは
計380時間、特定行為研修区分別科目eラーニング
は61時間、専門科目は195時間を８月末までに終
講し、学科試験を行った。eラーニング中は、週
１～２回程度の登校日を設け、特定行為の演習時
間には複数名の医師に対面とリモートで参加して
もらった。専門科目については、31名の非常勤講
師による講義を対面にて約２か月間実施し、臨地

実習に向けて準備を進めた。

4．実習への取り組み
　認定実習および特定行為実習については、各実
習要項、記録用紙を作成して進めた。実習施設と
の事前打ち合わせ会議は、認定実習は７月下旬に
１回、特定行為実習については、６月下旬に２回
と８月下旬に１回の計３回に分けてリモートで実
施した。認定実習は８施設、特定行為実習は16施
設（研修生の所属施設15施設、１施設は認定実習
と同じ施設）であった。事前打ち合わせ会議では、
実習における到達目標、記録内容、カンファレン
ス予定日、臨地で協力いただきたい事項等につい
て、説明の後、意見交換の場を設けた。実習中は、
教員が臨地をラウンドし、指導者とコンタクトを
とり、研修生への学修支援を行った。また、中間
カンファレンスや最終カンファレンスに参加し、
各実習目標への到達度を評価した。認定実習およ
び特定行為実習の最終評価は、教員会、特定行為
研修管理委員会の審議を経て決定した。
実習の学びは、12月下旬の発表会で報告し、研修
生間で共有した。１月のケースレポートの発表会
では、研修生がテーマを選定し、ケースを取り上
げ、文献や関連ガイドラインを用いて探求した。
各発表会には、教員会委員および各施設の臨床指
導者を招き、講評をしてもらった。

5．研修生への支援
　図書館に感染管理に関する書籍を準備し、最新

表１．教育スケジュール
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の論文を検索できるよう個人にID、PWを付与し、
活用を促進した。
　入学直後と専門科目開始前、実習開始前（４月、
７月、８月）に個人面談を行い、学修に対する不
安や学修環境について確認し、個々に合わせた支
援を検討・実施した。また、夏期休暇前には、ク
ラスアワーを行い、クラスの親睦と実習に向けて
の意思統一を図った。他の教育機関から得た情報
によると、研修中に精神的ストレスで休学する研
修生も出ているとのことである。臨床で活動して
きた看護師にとって、長時間の座学や所属施設以
外での実習はストレス要因となる可能性が高い。
クラス全体または個別にコミュニケーションの機
会を持ち、研修生の心の変化に早期に気づき、対
応していきたい。

Ⅲ．次年度への課題

　上記の活動状況より、次年度への課題を以下に
示す。
1）�専門科目と認定実習をつなぐため、2024年２

月に講師会を設定し、７つの医療関連感染予
防・管理プログラムの作成ポイントを明確に
する。

2）�実習目標に応じた実習記録内容の検討を行い、
臨床推論力を強化する。

3）�次年度も実習のまとめの会を行い、文献や感
染管理関連のガイドラインを活用した根拠に
基づくプレゼンテーションを効果的にできる
よう指導計画を立案・実施・評価する。

4）�関連学会等への参加ができるよう時間割を調
整し、感染管理の動向についての学修を深め
る機会を設ける。
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